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第 5 章では，偏向収差，ラスター歪，コンパーゼ、ンス特'1主の最適化を図った高精細度 CRT 用偏向ヨークの工学的有
効性を明らかにしている。次に， U字コアの両脚に偏向トランスと高圧発生トランスを低い結合度で構成し，偏向系，
高圧発生系の双方に FET による共振回路を設げる回路方式を提案している。これにより 1 CRT に対する制御範囲が
広くとれ，偏向回路への影響を最小限に留めることができている。この新しい回路方式を HDTV， XGA 高周波マル
チスキャンディスプレイに適用し，大幅な消費電力の低減を実現している。






第 7 章では，第 2 章より第 6 章までの成果をまとめ，本論文の結論述べている。
論文審査の結果の要旨















(4) 受像機の高周波化による高周波損失を低減する偏向高圧一体型の回路方式を提案し，これらを HDTV や XGA
モニターに適用し，大幅な省電力化を実現した回路を試作し，原理通り動作することを示している。
(5) さらに要素技術及びプロセス技術を確立するために，設備開発，材料開発を行い，特性改善及び評価技術を提案，
試作し，偏向ヨークの性能の大幅な改善を図っている。
以上のように，本論文は，ディスプレイ機器として最も重要な CRT の偏向ヨークの磁界解析に表面磁荷法を用いた
新しいシミュレーションを提案し，ビームスポット歪みと磁界との関係を明確にして最適磁界分布を形成させること
により高性能化手法を確立している。また，コンパーゼンス補正のための新回路方式を提案するとともに，受像機の
高周波損失を低減する方法として，偏向ヨークの高能率化，偏向高圧一体化することにより，大幅な省電力化を実現
できることを示しており，電気電子工学的に寄与するところが大きい。よって本論文は，博士論文として価値あるも
のと認める。
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